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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ．ビニルモノマーから誘導される単位（Ａ１）およびカルボン酸モノマーから誘導さ
れる単位（Ａ２）を含むエステル化コポリマーであって、Ａ１の前記ビニルモノマーの単
位の大部分がビニル脂肪族モノマーから誘導され、前記カルボン酸モノマーが第一級アル
コールでエステル化されたエチレン性不飽和カルボン酸またはその誘導体を含む、エステ
ル化コポリマーと、
Ｂ．共役ジエンモノマーから誘導される少なくとも第１のブロック（Ｂ１）およびビニル
芳香族モノマーから誘導される少なくとも第２のブロック（Ｂ２）を含むジエンゴムコポ
リマーと
を含む潤滑組成物であって、
前記潤滑組成物中の前記ジエンゴムコポリマーと前記エステル化コポリマーとの重量での
比（Ｂ：Ａ）が０．０１～０．９である、潤滑組成物。
【請求項２】
　前記潤滑組成物における前記ジエンゴムコポリマーと前記エステル化コポリマーとの前
記比（Ｂ：Ａ）が０．２～０．８５である、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項３】
　前記潤滑組成物における前記ジエンゴムコポリマーと前記エステル化コポリマーとの前
記比（Ｂ：Ａ）が０．３～０．８である、請求項２に記載の潤滑組成物。
【請求項４】
　前記潤滑組成物における前記ジエンゴムコポリマーと前記エステル化コポリマーとの前
記比（Ｂ：Ａ）が少なくとも０．４である、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項５】
　前記エステル化コポリマーが、前記組成物の１～２２ｗｔ％、または２～１５ｗｔ％ま
たは３～１０ｗｔ％である、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項６】
　前記ジエンゴムコポリマーが、前記組成物の０．０１～１８ｗｔ％である、請求項１に
記載の組成物。
【請求項７】
　前記ジエンゴムコポリマーの前記少なくとも第１のブロック（Ｂ１）が誘導される元と
なる前記ジエンモノマーが、ブタジエンまたはイソプレンの少なくとも１つを含む、請求
項１に記載の潤滑組成物。
【請求項８】
　前記ジエンゴムコポリマーの前記少なくとも第２のブロック（Ｂ２）が誘導される元と
なる前記ビニル芳香族モノマーが、スチレン、αメチルスチレン、核メチルスチレン、エ
チルスチレン、イソプロピルスチレン、ｔｅｒｔ－ブチルスチレン、クロロスチレン、ジ
クロロスチレンまたはビニルナフタレンの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の潤滑
組成物。
【請求項９】
　前記ジエンゴムコポリマー（Ｂ）が、少なくとも３０，０００の重量平均分子量を有す
る、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項１０】
　前記共役ジエンモノマーから誘導される前記少なくとも第１のブロック（Ｂ１）が、少
なくとも１０，０００の重量平均分子量を有する、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項１１】
　前記ビニル芳香族モノマーから誘導される前記少なくとも第２のブロック（Ｂ２）が、
少なくとも３，０００の重量平均分子量を有する、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項１２】
　前記ジエンゴムコポリマー（Ｂ）が、ポリ（スチレン－ｃｏ－ブタジエン）、ポリ（ス
チレン－ｃｏ－ブタジエン－ｃｏ－イソプレン）またはポリ（スチレン－ｃｏ－イソプレ
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ン）の少なくとも１つを含む、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項１３】
　前記エステル化コポリマー（Ａ）が、少なくとも５０００、または最大で５０，０００
の重量平均分子量を有する、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項１４】
　ビニルモノマーから誘導される前記単位（Ａ１）が、ビニル芳香族モノマーから誘導さ
れる単位をさらに含む、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項１５】
　前記ビニル脂肪族モノマーがαオレフィンを含む、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項１６】
　前記αオレフィンが少なくとも６個の炭素原子を有する、請求項１５に記載の潤滑組成
物。
【請求項１７】
　前記コポリマー中のビニルモノマー単位とカルボン酸モノマー単位とのモル比が、１：
３～３：１または１：２～２：１または０．６：１～１：１または０．７：１～１：１．
１である、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項１８】
　前記エステル化コポリマーが、β位またはより高位で分枝した第一級アルコールでエス
テル化されている、請求項１に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記カルボン酸モノマーが無水マレイン酸を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記エステル化コポリマー（Ａ）が窒素含有基を含む、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項２１】
　前記カルボン酸モノマーから誘導される前記単位（Ａ２）の少なくともいくつかが、窒
素含有化合物でのアミノ化、アミド化およびイミド化の少なくとも１つを施されている、
請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項２２】
　前記窒素含有化合物が、モルホリン、イミダゾリジノン、アミノアミド、β－アラニン
アルキルエステル、脂肪族アミン、芳香族アミン、脂肪族ポリアミン、芳香族ポリアミン
およびその混合物からなる群から選択されるアミン含有化合物である、請求項２０に記載
の潤滑組成物。
【請求項２３】
　前記潤滑油が、少なくとも３ｃＳｔの１００℃での動粘性率を有するポリαオレフィン
ＡＰＩグループＩＶ油を含む、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項２４】
　前記潤滑組成物が、少なくとも９．３ｃＳｔまたは最大で１２．５ｃＳｔの１００℃で
の動粘性率を有する、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項２５】
　前記潤滑組成物が、少なくとも６．１ｃＳｔまたは最大で９．３ｃＳｔの１００℃での
動粘性率を有する、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項２６】
　エンジンオイルとしての、前記請求項１～２４のいずれかに記載の潤滑組成物の使用。
【請求項２７】
　（Ａ）エステル化コポリマーを、（Ｂ）ジエンゴムコポリマー、（Ｃ）潤滑粘度の油お
よび（Ｄ）任意選択で、１つまたは複数の他の性能添加剤と混合するステップを含む、潤
滑組成物を調製するためのプロセスであって、
前記エステル化コポリマーがビニルモノマーから誘導される単位（Ａ１）およびカルボン
酸モノマーから誘導される単位（Ａ２）を含み、前記ビニルモノマーがビニル脂肪族モノ
マーを含み、前記カルボン酸モノマーが第一級アルコールでエステル化されたエチレン性
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不飽和カルボン酸またはその誘導体を含み、
前記ジエンゴムコポリマーが、共役ジエンモノマーから誘導される少なくとも第１のブロ
ック（Ｂ１）およびビニル芳香族モノマーから誘導される少なくとも第２のブロック（Ｂ
２）を含み、
前記潤滑組成物中での前記ジエンゴムコポリマーと前記エステル化コポリマーとの重量で
の比（Ｂ：Ａ）が０．０１～０．９である、プロセス。
【請求項２８】
　（１）（ｉ）ビニルモノマーを、（ｉｉ）エチレン性不飽和カルボン酸またはその誘導
体を含むカルボン酸モノマーと反応させてコポリマーを形成させるステップと、
（２）ステップ（１）の前記コポリマーを、エステル化条件下でアルコールまたはアルコ
ールの混合物と反応させてエステル化コポリマーを形成させるステップと、
（３）任意選択で、ステップ（１）または（２）の前記コポリマーを、少なくとも０．０
１ｗｔ％の窒素を有するエステル化コポリマーを提供する量で、窒素含有化合物と反応さ
せるステップと
を含む前記エステル化コポリマーを形成させるステップをさらに含む、請求項２７に記載
のプロセス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　他の態様では、潤滑組成物を調製するためのプロセスは、（Ａ）エステル化コポリマー
を、（Ｂ）ジエンゴムコポリマー、（Ｃ）潤滑粘度の油（ｏｉｌ　ｏｆ　ｌｕｂｒｉｃａ
ｔｉｎｇ　ｖｉｓｃｏｓｉｔｙ）および（Ｄ）任意選択で、１つまたは複数の他の性能添
加剤と混合するステップを含む。エステル化コポリマーは、ビニルモノマーから誘導され
る単位（Ａ１）およびカルボン酸モノマーから誘導される単位（Ａ２）を含む。このビニ
ルモノマーはビニル脂肪族モノマーを含む。カルボン酸モノマーは、第一級アルコール（
直鎖状または分枝状）でエステル化されたエチレン性不飽和カルボン酸またはその誘導体
を含む。ジエンゴムコポリマーは、共役ジエンモノマーから誘導される少なくとも第１の
ブロック（Ｂ１）およびビニル芳香族モノマーから誘導される少なくとも第２のブロック
（Ｂ２）を含む。潤滑組成物中のジエンゴムコポリマーとエステル化コポリマーの重量で
の比（Ｂ：Ａ）は０．０１～０．９である。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　Ａ．ビニルモノマーから誘導される単位（Ａ１）およびカルボン酸モノマーから誘導さ
れる単位（Ａ２）を含むエステル化コポリマーであって、前記ビニルモノマーがビニル脂
肪族モノマーを含み、前記カルボン酸モノマーが第一級アルコールでエステル化されたエ
チレン性不飽和カルボン酸またはその誘導体を含む、エステル化コポリマーと、
Ｂ．共役ジエンモノマーから誘導される少なくとも第１のブロック（Ｂ１）およびビニル
芳香族モノマーから誘導される少なくとも第２のブロック（Ｂ２）を含むジエンゴムコポ
リマーと
を含む潤滑組成物であって、
前記潤滑組成物中の前記ジエンゴムコポリマーと前記エステル化コポリマーとの重量での
比（Ｂ：Ａ）が０．０１～０．９である、潤滑組成物。
（項目２）
　前記潤滑組成物における前記ジエンゴムコポリマーと前記エステル化コポリマーとの前
記比（Ｂ：Ａ）が０．２～０．８５である、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目３）
　前記潤滑組成物における前記ジエンゴムコポリマーと前記エステル化コポリマーとの前
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記比（Ｂ：Ａ）が０．３～０．８である、項目２に記載の潤滑組成物。
（項目４）
　前記潤滑組成物における前記ジエンゴムコポリマーと前記エステル化コポリマーとの前
記比（Ｂ：Ａ）が少なくとも０．４である、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目５）
　前記エステル化コポリマーが、前記組成物の１～２２ｗｔ％、または２～１５ｗｔ％ま
たは３～１０ｗｔ％である、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目６）
　前記ジエンゴムコポリマーが、前記組成物の０．０１～１８ｗｔ％である、項目１に記
載の組成物。
（項目７）
　前記ジエンゴムコポリマーの前記少なくとも第１のブロック（Ｂ１）が誘導される元と
なる前記ジエンモノマーが、ブタジエンまたはイソプレンの少なくとも１つを含む、項目
１に記載の潤滑組成物。
（項目８）
　前記ジエンゴムコポリマーの前記少なくとも第２のブロック（Ｂ２）が誘導される元と
なる前記ビニル芳香族モノマーが、スチレン、αメチルスチレン、核メチルスチレン、エ
チルスチレン、イソプロピルスチレン、ｔｅｒｔ－ブチルスチレン、クロロスチレン、ジ
クロロスチレンまたはビニルナフタレンの少なくとも１つを含む、項目１に記載の潤滑組
成物。
（項目９）
　前記ジエンゴムコポリマー（Ｂ）が、少なくとも３０，０００の重量平均分子量を有す
る、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目１０）
　前記共役ジエンモノマーから誘導される前記少なくとも第１のブロック（Ｂ１）が、少
なくとも１０，０００の重量平均分子量を有する、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目１１）
　前記ビニル芳香族モノマーから誘導される前記少なくとも第２のブロック（Ｂ２）が、
少なくとも３，０００の重量平均分子量を有する、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目１２）
　前記ジエンゴムコポリマー（Ｂ）が、ポリ（スチレン－ｃｏ－ブタジエン）、ポリ（ス
チレン－ｃｏ－ブタジエン－ｃｏ－イソプレン）またはポリ（スチレン－ｃｏ－イソプレ
ン）の少なくとも１つを含む、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目１３）
　前記エステル化コポリマー（Ａ）が、少なくとも５０００、または最大で５０，０００
の重量平均分子量を有する、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目１４）
　ビニルモノマーから誘導される前記単位（Ａ１）が、ビニル芳香族モノマーから誘導さ
れる単位をさらに含む、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目１５）
　前記ビニル脂肪族モノマーがαオレフィンを含む、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目１６）
　前記αオレフィンが少なくとも６個の炭素原子を有する、項目１５に記載の潤滑組成物
。
（項目１７）
　前記コポリマー中のビニルモノマー単位とカルボン酸モノマー単位とのモル比が、１：
３～３：１または１：２～２：１または０．６：１～１：１または０．７：１～１：１．
１である、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目１８）
　前記エステル化コポリマーが、β位またはより高位で分枝した第一級アルコールでエス
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テル化されている、項目１に記載の組成物。
（項目１９）
　前記カルボン酸モノマーが無水マレイン酸を含む、項目１に記載の組成物。
（項目２０）
　前記エステル化コポリマー（Ａ）が窒素含有基を含む、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目２１）
　前記カルボン酸モノマーから誘導される前記単位（Ａ２）の少なくともいくつかが、窒
素含有化合物でのアミノ化、アミド化およびイミド化の少なくとも１つを施されている、
項目１に記載の潤滑組成物。
（項目２２）
　前記窒素含有化合物が、モルホリン、イミダゾリジノン、アミノアミド、β－アラニン
アルキルエステル、脂肪族アミン、芳香族アミン、脂肪族ポリアミン、芳香族ポリアミン
およびその混合物からなる群から選択されるアミン含有化合物である、項目２０に記載の
潤滑組成物。
（項目２３）
　前記潤滑油が、少なくとも３ｃＳｔの１００℃での動粘性率を有するポリαオレフィン
ＡＰＩグループＩＶ油を含む、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目２４）
　前記潤滑組成物が、少なくとも９．３ｃＳｔまたは最大で１２．５ｃＳｔの１００℃で
の動粘性率を有する、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目２５）
　前記潤滑組成物が、少なくとも６．１ｃＳｔまたは最大で９．３ｃＳｔの１００℃での
動粘性率を有する、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目２６）
　エンジンオイルとしての、前記項目１～２４のいずれかに記載の潤滑組成物の使用。
（項目２７）
　（Ａ）エステル化コポリマーを、（Ｂ）ジエンゴムコポリマー、（Ｃ）潤滑粘度の油お
よび（Ｄ）任意選択で、１つまたは複数の他の性能添加剤と混合するステップを含む、潤
滑組成物を調製するためのプロセスであって、
前記エステル化コポリマーがビニルモノマーから誘導される単位（Ａ１）およびカルボン
酸モノマーから誘導される単位（Ａ２）を含み、前記ビニルモノマーがビニル脂肪族モノ
マーを含み、前記カルボン酸モノマーが第一級アルコールでエステル化されたエチレン性
不飽和カルボン酸またはその誘導体を含み、
前記ジエンゴムコポリマーが、共役ジエンモノマーから誘導される少なくとも第１のブロ
ック（Ｂ１）およびビニル芳香族モノマーから誘導される少なくとも第２のブロック（Ｂ
２）を含み、
前記潤滑組成物中での前記ジエンゴムコポリマーと前記エステル化コポリマーとの重量で
の比（Ｂ：Ａ）が０．０１～０．９である、プロセス。
（項目２８）
　（１）（ｉ）ビニルモノマーを、（ｉｉ）エチレン性不飽和カルボン酸またはその誘導
体を含むカルボン酸モノマーと反応させてコポリマーを形成させるステップと、
（２）ステップ（１）の前記コポリマーを、エステル化条件下でアルコールまたはアルコ
ールの混合物と反応させてエステル化コポリマーを形成させるステップと、
（３）任意選択で、ステップ（１）または（２）の前記コポリマーを、少なくとも０．０
１ｗｔ％の窒素を有するエステル化コポリマーを提供する量で、窒素含有化合物と反応さ
せるステップと
を含む前記エステル化コポリマーを形成させるステップをさらに含む、項目２６に記載の
プロセス。
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